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今
後
の
政
策
推
進
の
指
針
と
な
る
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
見
直
し
の

な
か
で
、
コ
メ
の
生
産
調
整
（
減
反
）
を

続
け
る
べ
き
か
ど
う
か
が
論
議
を
呼
ん
で

い
る
。
減
反
撤
廃
に
よ
る
価
格
下
落
を
想

定
し
て
、所
得
補
償
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
が
参
考
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
Ｅ
Ｕ
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
関
税
貿
易
一

般
協
定
）
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
や
Ｗ

Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
の
動
き
に
先
駆
け
、
16
年

前
か
ら
政
府
に
よ
る
価
格
維
持
か
ら
所
得

補
償
（
直
接
支
払
い
）
に
切
り
替
え
て
い

る
（
図
）。
ま
た
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、直

接
支
払
い
受
給
の
要
件
に
詳
細
な
基
準
を

設
け
て
環
境
や
景
観
の
保
全
、
野
生
生
物

保
護
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
で
も
、
直
接
支
払
い
抜
き
に
農
家

は
生
活
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
経
営
安

定
と
環
境
保
全
を
同
時
に
達
成
さ
せ
る
た

め
の
政
策
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

試
行
錯
誤
を
経
て

さ
ら
な
る
改
革
中
の
Ｅ
Ｕ

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
は
試
行
錯
誤
が
あ
っ

た
。
Ｅ
Ｕ
農
政
改
革
は
１
９
９
３
年
以
降

３
回
目
で
、
３
年
が
経
過
し
た
。

　

現
在
の
農
政
改
革
は
単
一
農
場
支
払
い

（single paym
ent

）
と
い
う
、
品
目
や

過
去
の
生
産
実
績
と
は
関
係
な
し
に
、
面

積
当
た
り
一
律
の
直
接
支
払
い
を
受
給
す

る
仕
組
み
を
基
本
と
し
て
い
る
。
た
だ
し

同
時
に
、
様
々
な
制
限
が
あ
る
。
ま
ず
、

１
経
営
当
た
り
の
支
払
額
に
上
限
を
設
け

る
「
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
各
国
に
対

し
て
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
受
給
の

最
低
要
件
と
な
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
適
正
農
業
規

範
）
を
、
環
境
保
全
、
食
品
安
全
に
関
す

る
既
存
の
Ｅ
Ｕ
の
法
律
と
、
各
国
で
決
め

る
「
適
切
な
農
業
と
環
境
の
状
態
」
の
基

準
に
よ
っ
て
明
確
化
し
、
直
接
支
払
い
の

払
い
過
ぎ
を
防
い
で
い
る
（
小
売
り
主
導

の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
異
な
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
制
限
し
て
い
る
の
は
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
上
、削
減
対
象
と
な
る「
生

産
を
刺
激
す
る
」
支
払
い
と
な
る
の
を
避

け
る
た
め
と
、
そ
れ
ま
で
の
２
度
の
改
革

が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
だ
。

　

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
と
並
行
し
て

行
わ
れ
た
93
年
か
ら
の
改
革
（
マ
ク
シ
ャ

リ
ー
改
革
）
で
は
、
価
格
下
支
え
か
ら
直

接
支
払
い
に
は
転
換
し
た
も
の
の
支
払
い

制
限
が
な
く
、
休
耕
し
て
も
何
千
万
円
も

も
ら
え
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
生
じ
、
社
会

的
公
正
の
点
で
配
慮
が
欠
け
て
い
た
。

　

次
の
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
０
０
」
の
改

革
で
は
、
環
境
へ
の
最
低
限
の
配
慮
の
基

準
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
直
接
支
払
い
受
給
の

要
件
と
し
（
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
）、ま
た
、生
産
規
模
や
労
働
力
に
応
じ

て
１
経
営
当
た
り
の
支
払
い
上
限
を
定
め

る「
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
導
入
し
た
。

だ
が
、「
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
任
意
導

入
に
と
ど
ま
り
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
基
準
は
加
盟

各
国
の
裁
量
に
任
さ
れ
、
内
容
や
程
度
に

ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
単
一
農
場
支
払
い

も
、
一
律
に
適
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
に
は
各
国
の
農
業
事
情
や
政

治
が
反
映
し
て
い
る
。

　

作
物
に
つ
い
て
も
家
畜
に
つ
い
て
も
、

欧
州
は
直
接
支
払
制
度
で

農
家
の
所
得
補
償
と
環
境
保
全
を
図
る

減
反
の
代
わ
り
に
日
本
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
直
接
支
払
い
。
Ｅ
Ｕ
で
は
す
で
に
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
違
反
し
な
い
形
で
導
入
さ
れ
、
環
境
負
荷
も
減
ら
し
て
い
る
。

市い
ち
だ田　

知と
も
こ子

（
明
治
大
学
農
学
部
准
教
授
）

参
考
に
す
べ
き
外
国
の
制
度

ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ン
畑

Bloomberg

価格維持と直接支払いのイメージ
価格維持 直接支払い

消費者負担分 消費者負担分 納税者負担分

農 家 収 入農 家 収 入

介入して
1万5000円に

別途直接支払い
として5000円

市場価格1万円 市場価格1万円

＋
＝ ＝
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そ
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
支
払
単
価
は
２

０
０
０
〜
02
年
の
支
払
い
実
績
を
基
準
に

固
定
さ
れ
る
が
、
一
部
の
「
生
産
を
刺
激

す
る
」
支
払
い
を
認
め
る
「
部
分
的
デ
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
」
も
あ
る
。
ま
た
、
単
価
の

設
定
は
、
①
00
〜
02
年
の
支
払
い
実
績
に

基
づ
き
個
々
の
経
営
に
つ
い
て
算
定
す
る

方
式
、
②
地
域
単
位
に
一
律
に
設
定
す
る

方
式
、
③
①
と
②
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う

３
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
と
し
、
ど
れ
を

選
ぶ
か
は
各
国
に
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
部
分
的
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

を
ご
く
一
部
の
品
目
に
限
定
し
、
か
つ
単

価
設
定
を
将
来
的
に
、
②
の
地
域
単
位
方

式
ま
た
は
③
の
「
組
み
合
わ
せ
」
方
式
に

し
て
い
く
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
）
の
グ
ル
ー
プ
と
、
酪
農
製
品
、

牛
肉
、パ
ス
タ
用
の
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
な
ど
、

重
要
品
目
と
そ
の
生
産
者
を
守
る
た
め
に

部
分
的
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
用
い
て
、
か

つ
単
価
設
定
を
①
の
実
績
方
式
に
基
づ
い

て
行
う
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
グ
ル
ー

プ
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

環
境
保
護
の
た
め
に

手
間
を
か
け
る
ド
イ
ツ

　

ド
イ
ツ
で
は
04
年
、
単
一
農
場
支
払
い

導
入
に
際
し
、
当
時
の
社
会
民
主
党
政
権

は
消
費
者
保
護
や
環
境
保
全
を
優
先
さ
せ

よ
う
と
し
た
。農
民
連
盟
は
反
発
し
た
が
、

結
局
、
将
来
的
に
品
目
や
作
付
け
状
態
を

問
わ
な
い
「
完
全
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
に

移
行
す
る
こ
と
、
ま
た
、
支
払
い
単
価
は

「
組
み
合
わ
せ
」方
式
に
基
づ
く
こ
と
に
落

ち
着
い
た
。

　

ま
ず
単
価
設
定
だ
が
、
開
始
当
初
の
05

年
に
は
地
目
（
畑
作
、
永
久
草
地
）
ご
と

に
基
準
と
な
る
額
が
暫
定
的
に
定
め
ら

れ
、
そ
の
後
、
３
年
間
か
け
て
実
績
に
応

じ
た
額
が
決
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
今
年
か

ら
５
年
間
、
つ
ま
り
09
〜
13
年
に
は
最
終

的
な
統
一
単
価
に
向
け
て
調
整
が
行
わ
れ

る
（
表
）。
現
時
点
で
は
依
然
、畑
地
の
単

価
が
永
久
草
地
の
単
価
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
が
、
こ
の
両
者
が
最
終
的
に
同
額

に
な
る
ま
で
徐
々
に
変
え
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
環
境
へ
の
負
荷
が
よ
り
少
な
い
永

久
草
地
や
休
耕
地
の
単
価
は
高
く
し
、
畑

地
の
単
価
は
低
く
す
る
。

　

ま
た
、
直
接
支
払
い
受
給
の
た
め
の
要

件
の
う
ち「
適
切
な
農
業
と
環
境
の
状
態
」

の
内
容
は
、
ド
イ
ツ
で
は
連
邦
の
法
律
で

定
め
ら
れ
、
①
土
壌
浸
食
防
止
の
た
め
の

畑
の
休
耕
、
②
３
期
作
以
上
の
輪
作
ま
た

は
有
機
質
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
記
帳
に
よ
る

土
壌
の
保
全
、
③
休
耕
地
、
ま
た
は
永
久

草
地
の
適
切
な
管
理
（
草
刈
り
、
植
物
に

よ
る
土
壌
被
覆
な
ど
）、④
生
け
垣
、湿
地

帯
な
ど
の
景
観
、
野
生
生
物
の
生
息
域
の

保
持
、
⑤
永
久
草
地
の
維
持
か
ら
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
項
目
や
基
準
を
決
め
る
際
に

は
、
他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
同
様
、
農
業
担
当

で
あ
る
連
邦
食
料
・
農
業
・
消
費
者
保
護

省
や
環
境
省
が
中
心
に
な
っ
た
が
、
ド
イ

ツ
で
は
各
州
の
代
表
も
参
加
し
て
そ
の
意

見
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
確
認
作

業
や
書
類
作
成
が
必
要
だ
が
、
大
方
の
農

家
に
と
っ
て
は
以
前
に
比
べ
て
厳
し
く
は

な
く
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

筆
者
が
05
年
秋
に
訪
ね
た
北
部
の
畑
作

農
家
（
１
０
０
㌶
）
で
は
、
テ
ン
サ
イ
、

小
麦
に
加
え
、
冬
大
麦
を
栽
培
し
て
輪
作

に
よ
る
土
壌
保
全
を
行
う
と
話
し
て
い

た
。
ま
た
、畜
産
農
家
（
草
地
１
３
０
㌶
、

成
牛
70
頭
）
で
は
、
す
で
に
数
年
前
か
ら

節
約
の
た
め
に
有
機
質
肥
料
や
家
畜
飼
料

の
投
入
量
の
記
帳
を
行
っ
て
い
た
の
で
、

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
っ
て
特

に
困
る
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
。

　

直
接
支
払
い
を
受
け
る
農
家
の
１
％
に

は
抜
き
打
ち
検
査
が
実
施
さ
れ
、
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
を
防
い
で
い
る
。
検
査
対
象
農

家
は
、
経
営
規
模
、
作
物
の
種
類
、
さ
ら

に
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
項
目
に

つ
い
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
抽
出
さ
れ
、

検
査
当
日
は
朝
か
ら
検
査
員
が
立
ち
入

り
、
帳
簿
か
ら
畑
、
畜
舎
の
中
ま
で
調
べ

る
。
そ
の
た
め
一
時
、
人
が
足
り
ず
に
役

所
が
混
乱
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

南
部
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
05
年
の
時

点
で
、
州
の
農
業
事
務
所
が
農
場
ご
と
、

圃
場
ご
と
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
記
入
漏
れ
を
調
べ
た

り
、
農
家
か
ら
届
け
ら
れ
た
申
請
内
容
と

航
空
写
真
を
照
合
し
て
、
矛
盾
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
休

耕
し
て
い
る
は
ず
の
農
地
で
作
付
け
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
分
の
補
助
金
が
カ

ッ
ト
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
翌
年
の
申
請

資
格
を
失
う
。現
在
、航
空
写
真
に
よ
る
チ

ェ
ッ
ク
は
Ｅ
Ｕ
全
域
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

経
営
規
模
の
零
細
性
、
40
％
の
食
料
自

給
率
、
個
人
単
位
よ
り
集
落
単
位
と
い
う

前
提
条
件
の
違
い
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
や
ド
イ
ツ

で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
直
接
支
払
い
の

方
式
を
そ
の
ま
ま
単
純
に
日
本
に
導
入
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
ま
だ
統
一
さ

れ
た
政
策
で
は
な
い
も
の
の
、
中
山
間
地

域
直
接
支
払
い
や
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
の
よ
う
に
、
徐
々
に
と
は
い
え

「
生
産
を
刺
激
す
る
」
政
策
か
ら
脱
皮
し
、

環
境
や
景
観
、
生
態
系
を
守
る
た
め
の
政

策
が
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。
日
本
と
Ｅ

Ｕ
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う
。

 

ドイツの単一農場支払いの単価（標準モデル）

（注）ヘクタール当たり。実際の単価は州により異なる
（出所）ドイツ連邦政府資料、2005年

（ユーロ）

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

休耕地 301 304 309 317 328

畑地 485 469 438 391 328

永久草地 263 270 283 302 328


